
　
令
和
２
年
２
月
に
沖
縄

県
内
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
が
報
告
さ

れ
て
か
ら
３
年
が
過
ぎ
、

国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
症
上
の
位
置
づ

け
を
、
令
和
５
年
５
月
か

ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
同
等
の
５
類
に
見
直

す
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ

ロ
ナ
禍
以
外
に
も
原
油
価

格
や
電
気
・
ガ
ス
料
金
を

含
む
物
価
高
騰
等
の
影
響

に
よ
り
、
町
民
生
活
及
び

地
域
経
済
の
完
全
回
復
に

は
至
っ
て
い
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
引
き

続
き
町
民
生
活
及
び
地
域

経
済
の
回
復
と
活
性
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
第
三
次
財
政
健

全
化
計
画
に
お
い
て
は
、

議
員
を
は
じ
め
町
民
皆
様

の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ

り
、
計
画
期
間
内
に
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
の
累
積
赤
字
を

解
消
し
、
財
政
調
整
基
金
も
目

標
額
以
上
に
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
改
め
て
議
員
、

町
民
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
持
続
可
能
な
財
政

基
盤
の
確
立
に
努
め
つ
つ
、
重

要
な
政
策
課
題
に
は
必
要
な
予

算
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、
メ
リ

ハ
リ
の
利
い
た
町
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
私
は
令
和
４
年
５
月

か
ら
２
期
目
の
町
政
運
営
の
舵

取
り
を
町
民
か
ら
負
託
さ
れ
ま

し
た
。
引
き
続
き
未
来
へ
つ
な

ぐ
「
愛・夢・安
ら
ぎ
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
町
民
皆
様
と
約
束
し

た
７
つ
の
政
策
を
達
成
す
べ
く

誠
心
誠
意
職
務
に
あ
た
っ
て
お

り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
南
風
原
南
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
を
は
じ

め
と
す
る
、
将
来
の
た
め
の
土

地
利
用
の
見
直
し
や
、
町
民
体

育
館
の
建
設
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

平
和
・
教
育
・
文
化
・
福
祉
・

子
育
て
支
援
等
に
つ
い
て
も
町

民
皆
様
の
声
を
聞
き
な
が
ら
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
南
風
原
町
に
「
住
み

た
い
」「
住
ん
で
良
か
っ
た
」

「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」、
そ

う
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
令
和
５
年
度
に

実
施
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ

の
骨
子
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　
令
和
４
年
10
月
に
「
第
五
次
南

風
原
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
策
定

に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関

わ
ら
ず
参
加
し
て
頂
い
た
住
民
会

議
の
皆
様
、
審
議
会
委
員
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続

き
総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る

「
と
も
に
つ
く
る
黄
金
南
風
の
平

和
郷
」
の
実
現
に
向
け
諸
施
策
を

展
開
し
ま
す
。

　
そ
の
基
本
理
念
の
「
平
和
」、

「
自
立
」、「
共
生
」
に
つ
い
て
は
、

町
民
平
和
の
日
を
中
心
に
、「
平

和
」
の
尊
さ
を
願
う
町
民
の
心

を
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
へ

向
け
て
発
信
す
る
平
和
な
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

新
た
な
時
代
の
中
で
、「
自
立
」

し
た
多
様
な
人
々
が
育
ち
集
う
、

地
域
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

そ
し
て
自
然
と
の
調
和
、
人
と

人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

「
共
生
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　
行
政
情
報
を
積
極
的
に
発
信

し
、
誰
も
が
情
報
を
共
有
で
き

る
よ
う
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
迅
速

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
広
報

活
動
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
多

様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
や
、
時

代
の
変
化
を
い
ち
早
く
町
民
皆

様
と
共
有
す
る
た
め
、
ま
ち
メ
ー

ル
や
町
政
提
案
箱
、
行
政
懇
談

会
の
他
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
に
よ

り
、
情
報
の
収
集
・
発
信
を
行

い
ま
す
。
更
に
、
各
種
委
員
会

へ
の
公
募
委
員
の
登
用
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
活
用

に
よ
り
、
町
民
皆
様
の
ご
意
見

が
町
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

　
家
庭
教
育
、
ふ
る
さ
と
教
育
、

学
校
教
育
を
通
じ
て
、
自
ら
考

え
、
決
め
、
行
動
で
き
る
人
づ

く
り
、
そ
し
て
人
を
つ
な
げ
る

こ
と
で
よ
り
大
き
な
力
が
発
揮

で
き
る
よ
う
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
、

家
庭
と
学
校
、
地
域
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
は
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
児
童
・
生
徒

の
基
礎
学
力
の
定
着
と
併
せ
て
、

全
て
の
教
科
の
基
礎
と
な
る
「
読

解
力
」
の
強
化
に
取
り
組
み
「
確

か
な
学
力
」
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
小
中
学
校
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
、
魅
力
あ

る
授
業
づ
く
り
や
子
ど
も
達
の

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。
教

師
の
指
導
力
を
強
化
す
る
た
め
、

指
導
主
事
２
人
制
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。
更
に
子
ど
も
達

一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
学
び
の
充
実
に 

向

け
て
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
「
医
療
的
ケ

ア
看
護
職
員
」
の
配
置
を
行
い

ま
す
。

　
小
中
学
校
を
取
り
巻
く
現
状

と
人
口
増
に
よ
る
課
題
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
よ
り

良
い
教
育
環
境
と
質
の
更
な
る

充
実
を
目
的
と
し
た
、「
町
立
学

校
適
正
規
模
計
画
」
の
策
定
に

取
り
組
み
ま
す
。　

　
幼
稚
園
教
育
、
保
育
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
保
育
の
必
要
性

と
幼
児
教
育
の
重
要
性
を
認
識

し
た
う
え
で
「
南
風
原
町
立
幼

稚
園
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
の
方
針
に
基
づ
き
、
教
育
・

保
育
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る

「
認
定
こ
ど
も
園
」
へ
の
移
行
に

向
け
て
具
体
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
の
増
に
対
応
す
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
学
校
共
同
調
理
場

の
再
整
備
や
、
今
後
の
あ
り
方

の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
し
、

健
康
づ
く
り
に
努
め
、
食
育
の

推
進
と
給
食
費
の
収
納
確
保
に

努
め
ま
す
。

　
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
北

丘
小
学
校
体
育
館
の
改
築
工
事

や
プ
ー
ル
改
修
の
整
備
を
令
和

５
年
度
の
完
成
に
向
け
、
引
き

続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
計
画

的
に
小
中
学
校
体
育
館
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
へ
の
切
り
替
え
を
行
い
、

環
境
改
善
と
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
や
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
更
な
る
快
適
な

教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
、

中
央
公
民
館
や
文
化
セ
ン
タ
ー

を
文
化
活
動
や
学
習
活
動
の
拠

点
と
し
て
、
多
く
の
町
民
の
学

び
・
体
験
・
交
流
が
で
き
る
機

会
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

魅
力
あ
る
図
書
館
を
目
指
し
、

電
子
図
書
や
地
域
資
料
等
の
整

備
充
実
、
地
域
と
学
校
が
連
携
・

協
働
で
き
る
よ
う
地
域
学
校
協

働
本
部
（
学
校
応
援
隊
は
え
ば

る
等
）
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
平
和
学
習
・
交
流
・
観
光
関

連
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
陸
軍
病
院
南
風
原
壕
群
の

活
用
、「
子
ど
も
平
和
学
習
交
流

事
業
」
に
よ
る
小
学
生
の
派
遣
、

「
青
少
年
の
国
際
交
流
」
に
よ
る

中
学
生
の
ハ
ワ
イ
州
へ
の
派
遣

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
民
俗

芸
能
交
流
会
を
開
催
し
各
地
域

の
文
化
交
流
を
図
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

黄
金
森
公
園
施
設
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
等
を
誘
致

し
ま
す
。
ま
た
、
町
民
へ
広
く

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
を
設
け
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
及
び
競
技
力
向

上
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
基
本
的
な
感
染
症
予
防
対
策

を
推
進
し
、
町
民
の
安
心
に
つ

な
が
る
よ
う
万
全
の
体
制
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
、
本
町
独
自
で
実
施
し

て
い
る
、
高
校
卒
業
年
齢
ま
で

の
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
現
物

給
付
の
継
続
、
妊
娠
時
か
ら
出

産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
た
伴

走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
妊
娠
出
産
時
の
経

済
的
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
を
新
た
に
一
カ
所
開

設
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世

帯
を
包
括
的
に
支
援
す
る
「
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
設
置
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て

は
、
町
内
保
育
所
等
に
就
職
し

た
保
育
士
へ
10
万
円
を
給
付
す

る
就
職
一
時
金
等
を
継
続
し
、

保
育
士
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
等
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
家
庭
が
社
会

的
に
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
居
場
所
の
設
置
や
若
年
妊

産
婦
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
障
が
い
者
（
児
）・
高
齢
者
支

援
に
つ
い
て
は
、「
第
６
次
南
風

原
町
障
が
い
者
計
画
・
第
７
期

障
が
い
福
祉
計
画
・
第
３
期
障

が
い
児
福
祉
計
画
」、「
第
10
次

南
風
原
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
」
を
策
定
し
、
更
な
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
権
利
擁
護
支
援
を
含
む

相
談
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る

た
め
の
、
成
年
後
見
制
度
に
か
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南風原町長　赤嶺  正之

　令和５年第１回南風原町議会定例会の開会にあたり、予算
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は
じ
め
に

と
も
に
つ
く
る
黄
金
南
風

の
平
和
郷
に
つ
い
て

と
も
に
つ
く
る
黄
金
南
風

の
平
和
郷
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な

で
創
る
わ
く
わ
く
す
る
ま

ち
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な

で
創
る
わ
く
わ
く
す
る
ま

ち
に
つ
い
て

ち
む
ぐ
く
る
で
と
も
に

つ
く
る
福
祉
と
健
康
の

ま
ち
に
つ
い
て

ち
む
ぐ
く
る
で
と
も
に

つ
く
る
福
祉
と
健
康
の

ま
ち
に
つ
い
て

き
ら
き
ら
と
輝
く
人
が

育
つ
ま
ち
に
つ
い
て

き
ら
き
ら
と
輝
く
人
が

育
つ
ま
ち
に
つ
い
て

こ
が
ね
は
え

さ　
と


